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所在：船木町字宮ノ後

地　　番：725番

地　　目：田

地　　積：678㎡

所在：古江町字野中田

地　　番：1424番

種　　目：田

地　　積：773㎡
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番号番号 公売財産、見積価額および公売保証金公売財産、見積価額および公売保証金

※写真は、現況と異なる場合があります。

240,000円

280,000円

40,000円30,000円

30,000円

　市では、納税の公平性を確保する観点から、市税の滞納処分として差し押さえた財産（不動産）について、下記の
とおり入札による公売を実施します。

不動産公売を実施します不動産公売を実施します不動産公売を実施します

10月２日（金）
午後１時30分～午後２時10分

平戸市役所本庁３階会議室

午後２時20分・入札

10月９日（金）午前11時

 ●公売前の準備

　1 買受適格証明書の取得

　　　農地の公売に参加するためには、買受適格証明書が必要です。買受適格証明を受けるためには、期限までに　

　　　農業委員会に買受適格証明願などの必要書類を提出する必要があります。

　　　※提出期限を過ぎると買受適格証明書を公売日までに取得できず、公売に参加できなくなります。

　　　農業委員会への必要書類提出期限：第１回　７月 1 0 日（金）　第２回　8月 1 0 日（月）　第３回　9月 1 0 日（木）

　2 その他

　①地積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。

　②土地改良区に所属する不動産のうち、賦課金などの未納がある場合は、買受人の負担となる場合があります。

　③耕作中の農地については、今年の収穫物は耕作者または前所有者に帰属します。

　④土地改良区の賦課金などの未納がある物件は、見積価額算出時に、賦課金などの未納額を差し引いています。

　⑤公売財産内の動産などの処理については、買受人の負担となります。

　⑥公売財産の取得時期は、買受代金の納付があったときです。なお、許可及び承認を必要とする財産はそれを得　

　　　たときになります。また、財産の引渡しは、買受代金納付時点の現況有姿により行います。

　⑦平戸市は公売財産について瑕疵担保責任は負いません。

■お問い合わせ　税務課総務徴収班　☎内線2544

買受適格証明書については、農業委員会事務局（☎内線2653）まで

平戸市からのお知らせ

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
　
　

☎
57

-

0
9
7
7　

「
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
」の
追
加

募
集
を
し
ま
す

募　

集

耐
震
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事

業
の
追
加
募
集
に
つ
い
て

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除
却
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

脳ドック 人間ドック

・市内に居住している平戸市国民健康保険の被保
　険者のうち、40歳から74歳（昭和16年4月1日
　生まれから昭和51年3月31日生まれ）の人
・世帯主の国民健康保険税に滞納がない人

脳検査（ＭＲＩ・ＭＲＡ）、心電図、尿検査、生化
学検査、血液一般検査、診察など

5,000円

・市内に居住している平戸市国民健康保険の被保
　険者のうち、今年度45・50・55・60歳の人
・世帯主の国民健康保険税に滞納がない人

眼底、心電図、腹部超音波、尿検査、生化学検査、
血液一般検査、がん検診（胃・肺・大腸がん）、診
察など、オプション検査　

（基本メニュー）3,000円

対 象 者

検 査 内 容

受診者負担金

促
進
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の

除
却
を
行
う
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※

た
だ
し
、
倉
庫
・
車
庫
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
市
内
の
木
造
の
建
物
で
、
空
き
家
で
あ
る
こ
と

　

②
半
分
以
上
が
一
般
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ

　
　

れ
て
い
る
こ
と

　

③
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
建
物

　

④
老
朽
化
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と

○
対
象
と
な
る
経
費　

建
物
除
却
額
の
80
％

　

ま
た
は
、
国
の
標
準
除
却
額
と
の
い
ず
れ
か

　

少
な
い
額

○
助
成
額　

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
で

　

50
万
円
を
上
限
に
助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
28
日（
月
）

　　

平
戸
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
・

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
そ
の
検
査
料
金
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

○
申
込
期
間　

７
月
１
日（
水
）〜
７
月
31
日（
金
）

○
定　

員　

脳
ド
ッ
ク
63
人
・
人
間
ド
ッ
ク
38
人

○
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
国
保
年

　

金
班
、
各
支
所
・
各
出
張
所
へ
国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証
お
よ
び
印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
集
定
員
を

　

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

※

特
定
健
診
と
脳
ド
ッ
ク
お
よ
び
人
間
ド
ッ

　
　

ク
は
重
複
し
て
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ 

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
会
は
、【
た
び
ら
活
性
化
施
設

　

研
修
室
】８
月
１
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

　　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造
住
宅
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
行
う
、
耐
震
診
断

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正 

　
　

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　

▼
耐
震
診
断　

３
万
８
０
０
円
を
助
成

　

▼
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

　

▼
耐
震
改
修　

診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
に

　
　

適
合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
、

　
　

工
事
費
の
２
分
の
１
で
60
万
円
を
限
度
に

　
　

助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
28
日（
月
）

　　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
づ
く
り
を

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　
　

 

　

①
平
戸
地
区　
　

 

６
戸

　

②
生
月
地
区        

10
戸

　

③
田
平
地
区　
　

 

５
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

７
月
10
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
全
て
の
要

　

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
害
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
26
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

所在：坊方町字堀田

地番：233番1

地目：田

地積：892㎡（うち原野33㎡）

380,000円

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
総
務
住
宅
班　

　
　
　

☎
内
線
2
6
1
4 

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班　

　
　
　

☎
内
線
2
6
0
3

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班　

　
　
　

☎
内
線
2
6
0
3



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
２
７
８

春
日
の
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
＆
海
洋
ク

ル
ー
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　

☎
57
‐
０
９
７
７

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」に
つ
い
て

『
献
血
で  

救
え
る
命
が  

そ
こ
に
あ
る
』

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
22
‐
３
１
６
７

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う
！

問
農
林
課
農
務
畜
産
班

　

☎
内
線
２
２
４
２

「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」に
つ
い
て

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班　

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
５

申
・
問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班　

　
　
　

☎
内
線
２
３
０
９

　　

日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
真
夏
日
が

多
く
な
り
、
熱
中
症
に
か
か
る
人
が
増
加
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
場
所
や
、
風
通
し
が

悪
い
場
所
な
ど
屋
内
外
を
問
わ
ず
発
症
し
ま
す
。

《
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
対
策
》

○
屋
外
で
作
業
す
る
時
は
長
時
間
の
作
業
を  

　

避
け
、
休
息
と
水
分
を
十
分
取
る
よ
う
に
す

　

る
。

○
屋
内
で
は
冷
房
や
扇
風
機
を
上
手
に
活
用
し

　

室
内
の
温
度
が
上
昇
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

《
熱
中
症
に
か
か
っ
た
人
の
対
処
法
》

○
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い
た
場

　

所
に
移
す
。

○
衣
服
を
ゆ
る
め
る
。

○
冷
た
い
水
で
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
、
首
・
ふ
と

　

も
も
の
付
け
根
・
わ
き
の
下
な
ど
を
冷
や
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
な
ど
に
対
す
る
注
意
を
促
す

　

こ
と
を
目
的
に
、
熱
中
症
予
防
対
策
、
暑
さ

　

指
数
予
報
、
対
処
方
法
な
ど
に
関
す
る
情
報

　

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省（
熱
中
症
予
防
対
策
な
ど
）

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunits

　

uite/bunya/kenkouiiryou/kenkou/net

　

tyuu/

環
境
省（
暑
さ
指
数
予
防
な
ど
）

　

http://w
w
w
.w
bgt.env.go.jp/

気
象
庁（
気
温
の
予
測
情
報
な
ど
）

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/kno

　

w
/kurashi/netsu.htm

l

　

春
日
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
安
満
の
里
春
日

講
主
催
で「
春
日
の
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
＆
海
洋
ク

ル
ー
ズ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
戸
港
を
船
で
出
発
し
、
世
界
遺
産
候
補「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
構
成

資
産
に
な
っ
て
い
る
春
日
地
区
を
散
策
し
ま
す
。

（
約
５
キ
ロ
）ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

７
月
26
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

　

３
時
予
定【
荒
天
の
場
合
、
８
月
１
日（
土
）】

○
と
こ
ろ　

平
戸
港
〜
春
日
地
区
一
帯

○
定　

員　

80
人※

未
就
学
児
参
加
不
可

○
参
加
料   

５
，
０
０
０
円（
大
人
）２
，
５
０

　

０
円（
高
校
生
以
下
）

　

※

な
お
、
参
加
料
に
は
、
昼
食
代
、
保
険
料
、

　
　

お
土
産
代
を
含
む
。

　

７
月
か
ら
１
ヵ
月
間
、「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
場

は
長
期
休
暇
の
影
響
に
よ
り
献
血
者
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。血
液
は
人
工
的
に
製
造
で
き
ず
、

ま
た
、
長
期
間
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、
年
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
多
く
の
人
々
の
命
を

救
う
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

市
内
で
は
、
公
共
施
設
な
ど
各
所
で
移
動
採  

　

血
車
に
よ
る
献
血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

　

施
日
に
つ
い
て
は
、
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

県
と
市
で
は
、
８
月
ま
で「
農
薬
危
害
防
止

運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
適
正
な
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
を
使
う
前
に
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て

　

い
る
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
、
使
用
方
法
や

　

使
用
上
の
注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
散
布
の
際
に
は
、
防
除
衣
、
メ
ガ
ネ
、
マ
ス

　

ク
な
ど
を
き
ち
ん
と
着
け
ま
し
ょ
う
。

③
散
布
す
る
際
に
は
、
風
向
き
や
周
辺
作
物
、   

　

用
排
水
路
の
こ
と
を
考
え
、
農
薬
の
飛
散
を

　

抑
え
、
周
辺
の
作
物
、
人
家
、
家
畜
、
河
川

　

な
ど
へ
の
影
響
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
農
薬
散
布
器
具
は
使
用
後
の
洗
浄
を
徹
底
し
、

　

タ
ン
ク
、
ホ
ー
ス
の
洗
い
忘
れ
な
ど
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す
る
な

　

ど
、
盗
難
や
い
た
ず
ら
を
さ
れ
な
い
よ
う
に

　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
誤
飲
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
飲
料
品
の
空
容
器

　

へ
の
移
し
替
え
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。　
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問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
4

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
生
活
支
援
に

つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
を
募

集
し
ま
す

西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念
式

典
の
一
般
来
場
者
を
募
集
し
ま
す

募　

集

■料金表

生活保護世帯または
市民税非課税世帯

児童扶養手当支給
水準の世帯

上記以外の世帯

利用者負担額
（１時間あたり）利用世帯の区分

0円

70円

150円

0円

150円

300円

子育て支援 生活援助

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
移

住
お
よ
び
定
住
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
空
き
家
の
賃
貸

ま
た
は
売
却
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域
協
働
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
物
件
登
録
の
対
象
者　

空
き
家
に
関
す
る
所

　

有
権
そ
の
他
の
権
利
を
有
し
、
当
該
空
き
家

　

の
賃
貸
ま
た
は
売
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

○
募
集
物
件　
　

　

・
市
内
に
あ
る
物
件
で
あ
る
こ
と

　

・
居
住
を
目
的
と
し
て
建
築
さ
れ
、
現
に
居

　
　

住
し
て
い
な
い
建
物（
物
件
が
立
つ
敷
地

　
　

を
含
む
）で
あ
る
こ
と

　

※

共
同
住
宅（
ア
パ
ー
ト
）な
ど
の
賃
貸
な

　
　

ど
を
目
的
と
す
る
建
物
は
除
き
ま
す
。

○
契
約
交
渉
に
つ
い
て　

登
録
物
件
に
利
用
希

　

望
者
か
ら
の
交
渉
・
契
約
の
申
し
込
み
が

　

あ
っ
た
場
合
、
仲
介
者
と
し
て
空
き
家
バ
ン

　

ク
に
登
録
が
あ
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
を

　

仲
介
し
て
手
続
き
を
行
い
ま
す
。　

　　

西
海
国
立
公
園
は
昭
和
30
年
３
月
16
日
に
、

日
本
で
18
番
目
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
を
受

け
、
平
成
27
年
３
月
に
指
定
60
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
60
周
年
を
記
念
し
て「
西
海
国
立

公
園
指
定
60
周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
を
記
念
す
る

式
典
に
、
一
般
来
場
者
を
招
待
し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
19
日（
土
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時

○
と
こ
ろ 

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
大
ホ
ー
ル

○
内　

容　

表
彰
式
・
交
響
詩
「
西
海
賛
歌
」 

　

大
合
唱
・
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
歌
劇
団
に
よ
る

　

西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念
公
演
な
ど

○
応
募
締
切
日　

８
月
６
日（
木
）必
着

○
募
集
人
数　

約
1
，
2
0
0
人（
応
募
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
）

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

　

電
話
番
号
、
申
込
人
数(

は
が
き
１
枚
に
つ

　

き
２
人
ま
で
）を
記
入
し
、
期
限
ま
で
に
お

　

送
り
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先　

〒
８
５
７-

８
５
８
５　

佐
世
保

　

市
八
幡
町
１
番
10
号　

佐
世
保
市
観
光
物
産

　

振
興
局
内
西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念

　

式
典
実
行
委
員
会

　　　

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
技
能
取
得
や
就

職
活
動
ま
た
は
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
支
援

が
必
要
な
世
帯
に
対
し
て
、
年
間
10
日
以
内
で

子
育
て
支
援（
保
育
な
ど
）や
、
生
活
援
助（
家

事
・
介
護
）サ
ー
ビ
ス
を
低
額
の
費
用
負
担
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
費
用
の
負
担

○
申
請
方
法　

印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
福
祉

　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

　

課
・
各
出
張
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平戸市自治連合協議会は、地域自治の確立のための活動を行なっています！ ふるさと平戸の新たな特産品が110品目に
　５月25日、北部公民館で、「平戸市ふるさと納税特典カタログ

リニューアル」の記者発表を開催しました。当日は、テレビ、新

聞など各メディアが取材に訪れ、カタログのリニューアルやふる

さと納税の今後の使い道などについての質問がありました。

　その後、新たに特典となった特産品などの試食会も開催され、

訪れた記者や取材スタッフに平戸おすすめの特産品を振る舞いま

した。

　地域自治の確立および市政の発展を目指した活動を、地域一体となり行なっています。【代議員一覧(順不同)】
会長：木村孝市（杉山）、副会長：田渕俊雄（元触）、安田   豊（外目）、岩井克二（大根坂）、監事：濵﨑壽利（浦北）、
吉福弘実（福崎）、庶務：岡　一義（川内浦）、会計：前川栄治（紐差第１）、代議員：谷田美幸（後平）、松瀨　強（曲
り）、横山久一（田助浦）、前川隆義（下中野）、永田   肇（獅子第２）、村田利行（飯良第１）、久家浅雄（木ヶ津第２）、
本山勝成（木場）、栁原久之（下中津良）、大石正廣（猪渡谷）、下川幸男（津吉元）、竹藤和美（前津吉浜）、川久
保喜市（肥）、松田充順（御崎）、石川隆雄（壱部）、塚本雅英（山田）、川渕洋海（舘浦潮見）、中西正人（野田）、
尾﨑安孝（西荻田）、中村正利（下寺）、林　幸（岳崎）、永田郁郎（西神浦）、田中　彰（前平）、石見清一（的山浦）



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
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問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
５
１
６
３

平
戸
市
未
来
創
造
館（
図
書
館
・

公
民
館
）が
開
館
し
ま
す

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　

☎
内
線
２
２
５
５

ま
ち
な
か
で
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

防
止
に
取
り
組
む
地
域
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
支
援
し
ま
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
2

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

有有 効 期 限 平成28年 ７月３１日 ７月３１日

記号 １２ 番号１２３４５６

生 年 月 日 昭和25年 2月 27日

性別 男

資格取得年月日 平成20年 4月 1日

交 付 年月日 平成27年7年 8月 1日

住 所 長崎県平戸市岩の上町１５０８番地３

世帯主名 平戸 次郎

平戸 次郎氏名

保険者名 平 戸 市
保険者番号

　郵送される後期高齢
者医療被保険者証の見
本。平成27年度の色は、
青色です。

▲

　郵送される国民健康
保険被保険者証の見
本。平成27年度の色は、
クリーム色です。

▲

４２００７５４２００７５

　　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日（
金
）で
す
。
新
し
い
保

険
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
、

ま
た
は
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
場

合
は
、
市
民
課
国
保
年
金
班
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
時
は
、
限
度

額
適
用
認
定
証
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
、
限
度
額
適
用

認
定
を
受
け
る
と
医
療
機
関
窓
口
で
の
保
険
適

用
分
の
お
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
窓

口
で
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
い
人
は
印
か
ん
を
お
持
ち
に

な
り
、
市
民
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
協
働
班
、各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
つ

い
て
は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日（
金
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
１
日（
土
）以
降
も
引
き
続

き
認
定
を
受
け
た
い
場
合
は
、
改
め
て
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　　　

県
内
で
市
職
員
な
ど
を
装
っ
た
不
審
電
話
が

高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
相
次
い
で
い
ま
す
。

不
審
電
話
の
内
容

・
保
険
料
の
戻
り
が
あ
る（
還
付
金
が
あ
る
）や

　
「
社
会
保
険
事
務
所
に
電
話
し
て
ほ
し
い
」と

　

言
い
、
指
定
し
た
電
話
番
号
に
掛
け
さ
せ
る
。

・
銀
行
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

な
ど
、
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
す
る

　

よ
う
に
誘
導
し
、
端
末
操
作
を
促
す
。

　

※

市
役
所
職
員
が
還
付
金
を
理
由
に
、
指
定

　
　

す
る
金
融
機
関
に
誘
導
し
、
手
続
き
を
促
す

　
　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
は

　
　

詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
不
審

　
　

に
思
っ
た
ら
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
市

　
　

民
課
国
保
年
金
班
へ
確
認
す
る
か
、
警
察
へ

　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
に
被
害
も
出
て

　
　

い
ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

待
望
の
平
戸
図
書
館
・
北
部
公
民
館
の
複
合

施
設「
平
戸
市
未
来
創
造
館
」が
８
月
１
日（
土
）

に
開
館
し
ま
す
。
当
日
は
開
館
を
記
念
し
、
皆

さ
ん
を
迎
え
て
落
成
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
お
よ
び
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

【
落
成
式
】

○
と　

き　

８
月
１
日（
土
）午
前
９
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】

○
と　

き　

８
月
１
日（
土
）午
前
９
時
45
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
未
来
創
造
館

【
記
念
講
演
】

○
と　

き　

８
月
１
日（
土
）午
前
10
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
講　

師　

樋
渡　

啓
祐
氏（
市
地
方
創
生　

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
演　

題　

日
本
の
地
方
創
生
は
平
戸
か
ら　

　

※
当
日
は
、
全
館
午
後
６
時
で
閉
館
し
ま
す
。

〇
対
象
地
区　

市
街
地
お
よ
び
市
街
地
に
隣
接

　

す
る
行
政
区
な
ど

○
補
助
対
象　

草
刈
整
備
費
用
、
防
護
柵
設
置

　

費
用
、
狩
猟
免
許
取
得
費
用
な
ど

○
補
助
内
容　

事
業
費
の
１
／
２
を
補
助（
20

 

万
円
ま
で
）

国民健康保険
被 保 険 者 証

問
企
画
財
政
課
契
約
管
財
班

　

☎
内
線
２
３
３
３

市
有
財
産
の
入
札
を
実
施
し
ま
す

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
９

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
に
つ
い
て

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
２

平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

問
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　

☎
内
線
２
３
３
７

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

７
０
０
０
万
宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で
！
」

軽減の
種　類

平成27年度からの
軽 減 判 定 所 得

７割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円以下     

33万円+26万円×（被保
険者数+特定同一世帯所
属者数）以下

33万円+47万円×（被保
険者数+特定同一世帯所
属者数）以下     

予
定
物
件

参
加
申
込
期
間

入
札
期
間

官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
U
R
L

消
防
自
動
車（
積
載
車
）

７
月
16
日（
木
）午
後
１
時
か
ら

８
月
４
日（
火
）午
後
２
時
ま
で

８
月
18
日（
火
）午
後
１
時
か
ら

８
月
25
日（
火
）午
後
１
時
ま
で

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

市
有
財
産
の
一
般
競
争
入
札
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の「
公

有
財
産
売
却
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

道
路
や
学
校
、
公
園
の
整
備
な
ど
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
発
売
期
間　

７
月
８
日（
水
）〜
７
月
31
日（
金
）

○
価　
　

格　

１
枚
３
０
０
円

○
当
選
本
数

　
【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
】

　
　

１
等（
５
億
円
）…
…
…
…
…
…
…
…
23
本

　
　

１
等
の
前
後
賞（
１
億
円
）…
…
…
…
46
本

　
　

２
等（
１
千
万
円
）…
…
…
…
…
…
…
92
本

　
　

３
等（
10
万
円
）…
…
…
２
万
３
，
０
０
０
本

　

※
発
売
総
額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の

　
　

場
合
の
本
数

　
【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
】

　
　

１
等（
７
千
万
円
）…
…
…
…
…
１
１
０
本

　

※
発
売
総
額
３
３
０
億
円
・
11
ユ
ニ
ッ
ト
の

　
　

場
合
の
本
数

　　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
分（
平
成
27
年
７
月
〜
平
成
28

年
６
月
ま
で
の
期
間
）の
免
除
申
請
を
、
７
月

１
日（
水
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
必
要
な
書
類　

年
金
手
帳
、
印
か
ん
、
免 

　

許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

　

※

退
職
者（
失
業
者
）は
、「
雇
用
保
険
受

　
　

給
資
格
者
証
」や「
雇
用
保
険
被
保
険
者

　
　

離
職
票
」な
ど
、
退
職（
失
業
）し
た
こ
と

　
　

が
確
認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

※

学
生
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

　
　

明
書（
申
請
年
の
４
月
以
降
発
行
分
）を

　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
受
付
窓
口　

市
民
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は

　

各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
協
働
班
・
各
出
張
所

○
お
問
合
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６‐

34‐

１
１
８
９

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

○
抽
せ
ん
日  

８
月
11
日（
火
）

　

国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
の
各
課
税
限
度
額
を
左
記
の
と
お

り
引
き
上
げ
ま
し
た
。

○
基
礎
課
税
限
度
額　

51
万
円
↓
52
万
円

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額

　

16
万
円
↓
17
万
円

○
介
護
給
付
金
課
税
限
度
額

　

14
万
円
↓
16
万
円

　
　

ま
た
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
の
保
険
税
の

　

軽
減
措
置
の
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
５
割
軽

　

減
お
よ
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽

　

減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

※

軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
申
告
を

　
　

し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
未

　
　

申
告
の
人
は
至
急
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
2

市
職
員
を
装
っ
た
不
審
電
話
が
相

次
い
で
い
ま
す
！


